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今日の目標

 Power BIを用いて、茨城県内の高校からの合格者数
の推移（過去10年間、2007-2016）を可視化する。

そのために必要なステップ

1. データを入手
2. Power BIで分析可能な形に

フォーマットを変換
3. Power BIでデータを読み込

む
4. レポートを作成
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Step 1&2: データと分析に必要なフォーマット

 データ：筑波大学出身校別合格者数（茨城県）.xlsx
• 分析に使用するシート：年度別合格者数

日付とし
て入力

下妻市にある○○高校のデータ入力例
下妻市の緯度・経
度を調べて入力

実
際
の
デ
ー
タ
を
入
力

このようなデータ形式を「ロング」といいます

「合格者」と読
み替えて下さい
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ワイド形式
このようなデータ形式を「ワイド」といいます。

（注意）
• Power BIを用いてデータ分析をする時は、ワイドではなくロ
ング形式のデータを準備して下さい。
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Step 3: Power BIでデータを読み込む

1. Power BI Desktopを起動 データを取得
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Step 3: Power BIでデータを読み込む

データファイルを選択

ナビゲーター画面から、

「年度別合格者」

をチェックして、

「読み込み」

をクリック
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STEP 4: レポートの作成
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1. データカテゴリの設定（地図用）
1

3 2

① 「モデリング」タブをクリック
② 右端の「フィールド」から「緯度」をクリック
③ プロパティの所にある「データカテゴリ」をクリック
④ 「緯度」を選択

■ 練習問題■
上と同じ手順で「経度」「県」「市町村」のデータカテゴリをそれぞれ選択
して下さい。
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2. データ（日付）書式の設定

1

2

① 右端の「フィールド」から「年度」をクリック
② 書式設定の所にある「データ型」が「日付」になっていることを確認し、

「書式」をクリックして、「日付／時刻」にマウスを合わせ、「2001
（yyyy）」を選択
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3. 地図の作成

1

2

3

① 「地図アイコン」をクリック
② 「フィールド」の「緯度」をドラッグして、「視覚化」にある「緯度」

のところにドロップ（「経度」も同様に行って下さい）
③ 「フィールド」の「受験者数」をドラッグして、「視覚化」にある「サ

イズ」のところにドロップ

※「フィルター」については、口頭で説明します。
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4. スライサーの追加

1 2

3

① 「スライサーアイコン」をクリック
② 「フィールド」の「年度」を選択
③ 「視覚化」下に「フィールド」があり、その下の「年度」の横にある

「🔻🔻」をクリックして、「日付の階層」を選択

■ 練習問題■
上と同じ手順を参考に「市町村」のスライサーを作って下さい。



12

5. レポート要素の書式設定

 書式に関しては口頭で説明します。
1. スライサーに「すべて選択」を追加する

• 「選択範囲のコントロール」
2. 罫線で囲む

• 「罫線」
3. 位置を揃える

• 「全般」の「X方向」「Y方向」「縦」「高さ」で調整
4. [地図] バブルのサイズ

• 「バブル」
5. [地図] タイトルの変更

• 「タイトル」

 ページ名の変更について
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6. 表の作成（市町村 vs. 年度）

1

2

① 「マトリックスアイコン」をクリック
② 「フィールド」の「市町村」をドラッグし、「視覚化」の「行」のとこ

ろへドロップ
※ 同様に、「列＝年度」および「値＝受験者数」

年度に関して必要な操作がありますが、口頭で説明します。

■ 練習問題■
上と同じ手順を参考に「高校名 vs. 年度」の表を作って下さい。
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7. レポートの発行
1

① 「発行」をクリック
② 「Power BIで・・・開く」をクリック

注意！！
データがクラウドに送られます。プライベートなデータが含まれている場合は、気を
つけて下さい。

対策：匿名化 and/or 集計したデータをレポートに使う。

2
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8. Webに公開
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プロジェクト
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プロジェクト

 質問：茨城県内の高校を卒業した学生は、どの県の大
学（国公私立別）に進学しているか？

 データ：学校基本調査のデータ（出身高校の所在地県
別入学者数、2006-2016）
• 実際の学校基本調査のデータは、Power BIで分析できないた

め、VBAを用いて、フォーマットの変換をしています。
• レポート例やデータに関しては、山形大学OIREのウェブ

ページを参照して下さい。
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レポート例
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